
海龍工寺旧境内の発掘

1969年度歴史研究室・平城宮跡発掘調査部の調査３

調査部は，1969年12月に，奈良市法華寺北III]に`ある海il鎹王寺の，経蔵の東に1朔妾する空｣也
のうち1.4aについて，宅地造成にともなう緊急調査を碇施した。発捌区の中央から岶二向
ってば，地山が急激に１ｍほどさ力乱って｣が). 1-1十瓦からみて，中山こ削りとられたものら
しい。発掘区の北は，宅地造成のためすでに削平ずみであって遺構をとどめていなかった。
発掘区の南端には，東寄叫こ東西棟，1担寄叫二南北棟の建物がある。東西棟は東部を後|II:

に破壊されている。南北棟は，倉庠ふうの建物であるｏ海皰王寺j411建当初の建物であろ‰
発掘|覡の中火には，棟の方向を東北一丙函にとる建物がある。碼・柱穴なども検出した。
出土遣物の大半を占めるのは瓦である。　軒丸瓦が13点，軒平瓦が11点あり，このうち，

6282 ・ 6721の両形式が，
それぞれ９綱と７個を占
めている,１

(石井則孝)
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海筐王寺旧境内の辿絳 弟川叉　海能工寺旧境内遺構配置図
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